
 

 

危険物製造所等完成検査前検査申請書の記載要領 

危険物製造所等完成検査前検査申請書は、次に示す記載例に留意し、記入してください。 

様式第 13（第 6 条の 4関係） 

              製造所 

            危険物貯蔵所完成検査前検査申請書 

                取扱所 

元号○○年 ○月 ○日 
  京都市長  様 
            申 請 者 

住 所 京都市○○区○○町○○番地（電話○○○－○○○○） 

氏 名 ○○株式会社 代表取締役 消防 太郎     

設 置 者 

住 所 京都市○○区○○町○○番地 

                電話○○○－○○○○ 

氏 名 ○○株式会社 代表取締役 消防 太郎 

設 置 場 所 京都市○○区○○町○○番地 

製 造 所 等 の 別 貯 蔵 所 
貯 蔵 所 又 は 

取扱所の区分 
移動タンク貯蔵所 

設 置 又 は 変 更 の 

許可年月日及び許可番号 
年 月 日 第 号 

タンク構

造 

形 状  ９角形横置型 

寸 法 
長さ 幅 高さ

3020 1580 975    

  ㎜ 
容 量 3,500 ℓ 

材 質 記 号 

及 び 板 厚 
ＳＳ４００  3.2ｍｍ 底板厚 4.5ｍｍ 

タ ン ク の 最 大 常 用 圧 力 常圧           kPa 

検 査 の 種 類 及 び 

検 査 希 望 年 月 日 
水圧（７０ｋＰａ）元号○○年○○月○○日 

タ ン ク の 製 造 者 

及 び 製 造 年 月 日 

○○工業株式会社 

元号○年○月○日 

製造所等の完成予定期日 元号○○年○月○○日 

他 法 令 の 適 用 の 有 無 高圧ガス保安法 労働安全衛生法 

無 無 

そ の 他 必 要 な 事 項  

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 ※ 手 数 料 欄 

 

 

 

検査年月日 

検 査 番 号 
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① 製造所、貯蔵所、取扱所いずれか該当するものを○で囲むよう記入又は該当しないもの

を二重取消線で消してください。 

② 申請者は、タンクを設置する製造所等の設置者、タンクの製造者又はそれらの者の委任

を受けた申請代理人（委任状が必要）の住所、氏名を記入してください。 

なお、許可申請の委任状に完成検査前検査申請に関する権限を委任事項として記載され

ている場合は、この限りではありません。 

③ 許可申請書に記載された設置者と同一の方としてください。 

完成検査前検査を受けるタンクの設置者が未定の場合は、未定と入力してください。 

④ 許可申請書に記載された設置場所と同一のものとしてください。 

完成検査前検査を受けるタンクの設置場所が未定の場合は、未定と入力してください。 

⑤ 製造所等の区分を記入してください。 

⑥ 設置又は変更の許可の別、許可年月日及び許可番号を記入してください。 

  許可を受けていない場合は、記入する必要はありません。 

⑦ 形状は、「縦置円筒型」、「横置円筒型」、「角型」、「だ円型」、「７角形横置型」、「９角形

横置型」等と記入してください。 

なお、その他特殊なものについては、「異形型」と記入してください。 

⑧ タンクの内寸を記入してください。 

縦置円筒型 内径、高さ 

横置円筒型 胴長、内径、鏡出し、全長 

角型 縦、横、高さ 

だ円型 長さ、幅、高さ 

７角形横置型 長さ、幅、高さ 

９角形横置型 長さ、幅、高さ 

異形型 最大幅等特徴的な部分の長さ 

⑨ 危規則第２条及び第３条に規定する計算方法により算定した容量を記入し、中仕切タン

クにあっては、その内訳を括弧内に記入してください。 

（例） １０、０００Ｌ（４、０００Ｌ＋６、０００Ｌ） 

⑩ 材質（ＪＩＳ記号で可：ＳＳ４００、ＳＵＳ４０４等）及び厚さを記入してください。 

  なお、ＳＳ４００以外の材質を使用する場合は、その材質が同等以上の強度があること

が分かる計算書を添付してください。 

⑪ 非圧力（常圧）タンクにあっては、「常圧」、圧力タンクは、「加圧」又は「減圧」の別

及び最大常用圧力を記入してください。 

⑫ 水張又は水圧の検査の別、検査希望年月日、検査圧力を記入してください。 

（例） 「水圧（７０ｋＰａ）平成○○年○○月○○日」 

⑬ タンクの製造者及び製造年月日を記入してください。 

⑭ タンクが設置される製造所等の完成予定期日を記入してください。未定の場合は「未

定」と記入してください。 

⑮ 高圧ガス保安法又は労働安全衛生法の適用を受けない場合は、「なし」、適用を受ける場

合は、「有（第２種圧力容器）」等の適用内容を含めて記入してください。 

(注) 他の市町村において設置されるタンクにあっては、③、④、⑤、⑥及び⑭の欄の記入 

する必要はありません。 


